
典
型
に
劃
し
、
大
正
維
新
の
所
謂
改
造
期
に
嘗
’
り
心
得
ふ

べ
き
事
は
、
伎
の
過
激
、
無
政
府
、
共
産
主
義
の
如
き
は
、

世
の
不
逗
不
平
不
満
の
格
伍
者
の
設
に
外
な
ら
守
し
て
、

如
何
に
巧
妙
な
る
理
窟
を
附
曾
す
る
も
、
到
底
正
し
き
国

家
枇
曾
に
許
容
す
ぺ
き
に
非
子
、
幾
千
高
世
を
経
る
と
も

斯
か
る
主
義
主
張
は
正
法
の
闘
に
質
行
さ
る
べ
き
仁
非
十

こ
は
飢
世
の
齢
披
た
る
強
盗
山
賊
の
類
じ
し
て
、
唯
百
鬼

夜
行
の
醜
態
惨
般
な
演
じ
、
人
類
を
し
て
不
幸
に
陥
ら
し

む
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
o
さ
れ
ば
世
界
文
化
の
偉
業
に
貢
献

す
ぺ
〈
、
我
れ
の
進
ん
で
錯
す
ぺ
き
は
、
殺
火
の
勢
を
以

て
風
向
併
せ
ん

t
す
る
過
激
な
る
借
染
病
の
退
治
に
あ
り
。

こ
は
正
し
〈
是
好
良
柴
の
法
華
経
の
色
讃
円
運
が
「
根
本

の
信
」
を
以
て
、
不
惜
身
命
の
決
定
心
に
住
し
「
二
陣
三

陣
」
の
旗
頭
の
下
仁
、
末
法
高
年
庚
宣
流
布
の
質
現
を
期

す
ぺ
き
は
正
に
此
の
時
仁
あ
り
、
皇
国
の
縛
め
大
君
の
矯

め
義
勇
以
て
公
に
奉
子
ぺ
き
亦
此
の
時
な
り
o
日
本
国
民

t
し
て
久
遠
の
生
命
あ
る
岡
家
じ
生
れ
た
る
を
喜
ぶ
と
共

に
、
現
代
思
想
昇
の
煽
動
的
勤
議
に
劃
し
、
我
等
が
意
志

を
殺
一
不

L
給
ふ
「
白
蓮
先
駆
凶
り
し
た
り
和
殿
原
二
陣
三
陣

繭
り
」
と
の
、
御
墨
訓
に
添
へ
奉
る
の
嬉
悟
を
以
て
、
日

還
が
一
門
は
精
神
的
牛
誕
の
赤
誠
を
披
握
し
て
、
聖
誕
七

百
年
の
千
載
一
遇
の
好
機
を
之
ら
へ
紀
念
す
る
は
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
本
朝
唯
一
無
二
の
偉
大
な
る
人
格
と
、
嵩
高

な
る
関
家
観
念
の
致
訓
に
見
で
、
社
躍
報
思
じ
奉
答
す
る

は
、
蓋
し
亦
同
家
使
徒
の
本
然
な
L
リ

0

然
か
も
大
正
十
年

は
‘
精
紳
冥
々
の
裡
に
相
通
子
る
日
本
傭
殺
の
開
組
、
法

華
経
宣
侍
の
大
思
人
、
国
家
主
義
の
鼓
吹
者
た
b
し
、
墨

徳
太
子
の
一
千
三
百
年

t
、
侍
致
大
師
千
百
年
の
忌
辰
な

る
の
み
な
ら
子
、
更
に
敬
主
蒋
曾
の
御
降
誕
二
千
九
百
五

十
年
の
嘉
辰
仁
迎
混
ず
る
、
我
等
が
紀
念
を
新
仁
す
ぺ
き

多
幸
の
年
な
る
仁
於
て
を
や
O

ハ
大
正
十
年
正
月
十
五
日
号

奉
迎
七
百
年
聖
誕結
城

瑞

光

戦
後
の
世
界
は
政
治
敬
育
或
は
華
街
宗
教
の
各
方
面
に

混
沌
た
る
魁
潮
充
満
し
て
人
心
の
動
揺
、
世
界
の
趨
勢
は

小
天
地
に
踊
跨
し
て
人
類
の
安
寧
h
f
一
防
「
、
吾
人
等
は
如

是
邪
想
仁
判
別
し
て
飽
f
布
一
制
肘
し
質
際
的
、
阿
国
依
的
方
面
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よ
り
舵
曾
救
掛
に
正
通
せ
る
根
本
思
想
を
後
求
し
て
止
ま

ざ
る
也
。

明
治
初
代
仁
於
り
る
時
勢
の
推
移
ば
宇
内
の
大
勢
を
樹

祭
せ
る
憂
凶
の
志
士
に
よ
与
て
艶
百
年
来
の
専
横
な
る
武

家
政
拾
を
倒
壊
し
、
悶
循
腐
臭
を
一
新
し
て
外
来
の
文
明

を
模
倣
す
る
に
念
な
り
し
な
り
、
欝
来
の
串
間
信
仰
は
容

赦
な
（
駆
逐
さ
れ
、
物
質
文
明
の
潮
流
は
剛
皮
篤
貰
な
る

人
心
仁
侵
透
し
て
、
聴
悦
岬
け
薄
な
る
虚
飾
的
風
潮
一
世
を

益
ひ
、
偽
殺
も
排
備
強
蒋
の
非
揮
に
遭
遇
し
軒
便
主
義
の

宗
殺
は
設
に
勢
力
を
得
る
仁
王
れ
与
、
雄
然
盤
根
錯
節
じ

依
り
て
利
容
の
別
を
知
る
の
古
語
ゐ
b
、
偽
陀
は
三
千
年

の
柱
昔
仁
於
て
己
に
此
の
時
代
を
遠
見
し
て
白
法
隠
設
の

時
と
は
一
訴
え
り
、
孟
子
も
．
1
貰
忠
仁
生
じ
て
安
紫
仁
死
す

t

道
破
せ
ら
れ
た
り
、
却
て
人
間
は
刺
戟
仁
依
り
て
自
費
す

る
者
多
〈
縫
A
T
苦
境
に
波
落
す
と
も
自
己
を
反
省
し
向
上

の
カ
を
有
す
れ
ば
失
望
す
ぺ
き
に
非
今
、
お
々
た
る
物
質

文
明
の
不
建
金
な
る
生
活
を
持
績
し
て
自
己
の
天
職
を
自

費
せ
今
、
徒
じ
外
都
よ
bJ
の
隠
遁
じ
恐
怖
し
て
は
前
途
甚

に
寒
心
仁
堪
へ
ぎ
る
な
り
、
現
今
世
曾
の
表
面
上
は
物
質

文
明
に
於
て
正
整
せ
し
如
き
観
ゐ
り
と
す
る
も
内
面
的
生

活
は
却
で
務
返
し
人
心
の
不
安
は
漸
々
加
は
り
慰
安
を
求

む
る
救
の
聾
は
人
心
の
奥
底
よ
り
叫
ば
れ
っ
、
あ
る
也
、

此
の
時
健
全
な
る
信
仰
を
鼓
吹
す
る
先
費
者
ゐ
り

t
せ
ん

か
、
吾
人
の
凝
視
果
し
て
何
庭
ぞ
や
、
諸
君
よ
聴
げ
自
ら

何
れ
の
宗
の
元
組
に
も
非
子
叉
末
葉
仁
も
非
子

t
公
平
な

る
立
脚
を
閑
明
し
混
濁
な
る
世
界
人
類
を
救
済
せ
ん
と
し

て
現
れ
し
箕
の
聖
者
日
蓮
上
人
を
紹
介
せ
ん

t
す。

前
仁
は
若
々
果
て
し
無
予
大
洋
の
紺
碧
を
控
え
、
後
に

は
一
樹
ん
幽
迭
の
青
織
を
負
以
、
仰
げ
ば
千
古
盤
ら
ぬ
悠
々

の
斉
旬
此
蕗
日
本
闘
の
東
南
隅
房
州
小
港
の
地
は
墨
日
蓮

を
生
め
る
浄
地
な
り
、
時
は
之
れ
人
皇
入
十
五
代
後
堀
川

帝
貞
膝
元
年
壬
午
二
月
十
六
日
、
暁
天
十
丈
の
朱
輸
は
常

閣
の
夜
を
破
っ
て
大
洋
を
離
れ
黄
金
の
箭
は
虚
空
じ
射
ら

れ
る
頃
な
り
し
な
り
、
慈
父
は
藤
原
鎌
足
奈
の
末
孫
貫
名

電
忠
悲
母
は
大
野
吉
清
の
女
栴
菊
御
前
じ
し
て
幼
名
を
善

日
焼
と
命
名
せ
り
、
実
棄
の
英
克
は
双
葉
よ
b
香
し
〈
十

二
歳
仁
し
て
嘗
園
の
名
利
清
清
寺
に
整
力
て
得
度
す
、
駕
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．
ぬ
を
繋
ぐ
蕗
輔
綜
は
永
〈
天
馬
の
足
を
繋
ぐ
能
は
や
，
、
非
凡

な
る
天
資
を
有
す
る
墨
人
は
嘗
時
の
梯
教
の
分
裂
し
て
各

々
自
己
の
宗
振
に
偏
執
し
其
の
覇
を
都
え
て
絡
ひ
じ
蹄
越

す
る
所
を
知
ら
ざ
る
を
遺
憾

t
し
悌
数
を
統
一
的
に
見
る

時
は
慨
然
と
し
て
一
貰
せ
る
根
本
的
悌
意
の
存
す
る
を
推

考
し
之
を
研
め
ん
と
し
て
即
も
悌
天
に
日
本
第
一
の
智
者

t
な
し
給
へ
と
祈
誓
を
凝
ら
し
拾
七
歳
決
然
郷
闘
を
僻
し

て
鎌
倉
或
は
叡
山
南
郡
に
遊
皐
し
止
暇
断
眠
奮
闘
的
十
六

年
間
の
星
霜
は
研
究
時
代
仁
し
て
、
其
の
皐
問
の
該
博
は

濁
り
悌
数
仁
止
ま
ら
や
J

、
汎
〈
和
漢
の
皐
仁
豆
れ
ち
、
勿
論

一
宗
一
振
に
同
著
し
自
己
の
勢
力
を
扶
殖
せ
ん
な

E
の
一
非

英
雄
的
行
錯
は
去
も
無
か
b
h
c
、
惟
だ
異
理
を
求
め
ん
持

仁
厳
正
な
る
態
度
を
以
て
n
公
平
に
研
究
の
歩
を
進
め
ら
れ

た
る
也
、
建
長
五
年
四
月
廿
八
日
修
業
せ
る
翠
人
は
故
郷

清
読
の
一
角
に
件
立
し
て
、
金
色
の
党
糊
若
た
る
蒼
海
に

映
守
ん

t
す
瞬
間
、
紺
青
の
天
窓
に
轟
〈
一
呼
百
諾
の
題

目
は
旭
日
に
劃
っ
て
高
唱
せ
ら
れ
た
る
な
り
、
春
風
秋
雨

三
十
年
殿
訓
慈
愛
の
費
動
は
剛
と
な
り
柔
と
な
り
生
躍
を

一
貫
し
て
悌
識
立
諸
に
即
し
て
迫
害
襲
来

ω
必
然
的
運
命

を
甘
受
せ
る
な
り
、
洗
華
経
の
異
生
命
を
開
拓
し
て
悌
数

の
車
邪
を
開
聞
し
真
理
の
所
在
を
明
白
に
し
教
壇
上
の
大

義
を
提
唱
し
て
園
家
諌
暁
人
心
の
越
蹄
を
岡
b
し
、
其
滋

に
連
日
還
の
白
血
質
的
改
革
の
躍
々
た
る
人
格
を
透
見
し
得

ぺ
し
、
所
謂
威
嚇
も
権
勢
も
日
蓮
華
人
の
正
義
の
主
張
と

偽
ら
ざ
る
告
白
の
慈
悲
の
血
涙
に
塾
塞
し
品
、

日
還
を
誤
解
せ
る
人
土
は
「
狂
熱
は
金
石
を
ム
熔
か
さ
や
J

ば
峠
か
ざ
る
也
、
彼
を
信
子
る
訴
は
己
先
づ
其
の
狂
熱
の

中
仁
溶
け
て
自
己
の
理
解
の
鈴
地
を
失
ひ
身
延
入
山
は
彼

の
一
大
機
悔
な
b
」

t
云
ム
考
療
を
錦
す
者
ゐ
り
、
且
つ

て
は
柳
普
鎌
倉
の
符
頭
仁
侃
々
誇
々
の
排
を
揮
っ
て
一
世

そ
警
島
見
せ
る
常
年
の
法
華
経
の
行
者
炉
、
隠
遁
的
生
活
を

九
ヶ
年
間
縦
続
せ
し
事
は
頗
る
矛
盾
の
戚
あ
り
と
す
る
も

延
山
以
前
の
活
動
は
多
〈
針
外
的
に
し
て
之
れ
創
業
時
代

の
特
色
也
寧
ん
嘗
然
の
理
と
云
ふ
ぺ
〈
、
入
山
以
後
は
内

部
的
訓
練
の
カ
を
致
し
一
は
巌
粛
な
る
滅
罪
生
活
と
美
し

き
報
恩
生
活
に
し
て
、
一
は
賂
来
に
於
げ
る
群
生
救
演
の

重
大
責
務
を
任
者
’
ぺ
き
子
弟

ω
教
養
の
矯
め
頒
齢
の
身
を

顧
み
や
晩
年
の
意
気
を
傾
倒
せ
ら
れ
た
る
由
也
、
動
日
疋
叫
一
一
人
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の
隷
苦
に
も
屈
せ
ざ
る
救
世
的
観
念
的
大
勇
猛
心
は
死
す

と
も
猶
止
ま
ぎ
る
衝
天
の
意
気
ゐ

b
t雌
左
も
い
」
面
じ

S
F
U
J
A
F
t
－
 

於
て
は
一
一
輔
の
野
菊
に
劃
し
て
無
常
を
歎
げ
（
’
繊
細
め
情

調
あ

b
、
剛
毅
の
反
面
は
極
め
て
謙
譲
な
る
人
格
者
仁
し

て
深
〈
円
ら
責
め
自
ら
抑
え
て
許
す
所
無
か
り
し
偉
大
な

る
事
人
な
b
き
、
事
人
を
知
ら
ざ
る
浅
薄
な
る
人
士
は
得

て
皮
相
的
見
解
を
下
す
も
の
也
、

弘
安
五
年
十
月
十
三
日
臨
滅
度
時
の
鐘
の
一
音
は
韻
ャ

t
し

て
寂
莫
に
響
き
香
煙
薫
郁
た
る
辰
の
刻
仁
慈
顔
笑
を
合
み

て
法
体
眠
る
が
如
〈
不
滅
の
霊
光
衆
生
の
聞
を
照
し
、
深

き
浬
般
車
の
雲
に
隠
れ
給
へ
り
、
賞
算
六
十
一
歳
．
血

t
涙

と
仁
よ

b
て
色
彩
ら
れ
し
生
涯
は
清
〈
而
し
て
深
刻
な
る

戚
銘
を
残
せ
る
歴
史
の
一
頁
な
り
き
、
大
正
の
現
今
天
下

の
民
衆
は
何
れ
も
肉
餓
へ
心
渇
き
て
霊
の
麺
包

t
複
々
と

し
て
澗
か

5
る
生
命
の
泉
を
翼
望
し
て
止
ま
ざ
る
弘
、
宗

散
の
改
革
生
活
の
根
本
的
改
造
は
既
に
吾
人
の
頭
上
に
接

近
せ
b

i
－
－
－
墓
誕
控
に
七
百
年
大
蒙
古

ω
襲
来
無
し
と
雄

も
思
想
の
接
選
悪
流
の
来
語
或
は
排
日
な
ん
ど
現
代
の
疾

患
は
五
日
人
等
を
痛
戟
し
て
、
見
臥
蒙
古
以
上
の
惨
劇
を
見

る
臆
！
是
等
の
疾
患
を
克
服
し
永
へ
仁
人
類
の
光
明
た
る

ぺ
き
嘗
年
の
法
華
艇
の
行
者
今
何
鹿
に
居
る
、
日
蓮
墨
人

を
研
究
し
理
解
す
る
人
物
は
巳
仁
早
人
そ
知
る
者
に
し
て

現
代
を
超
越
せ
る
法
華
経
の
行
者
自
由
と
謂
ふ
A

ぺ
き
な
b
o

自
覚
せ
よ
青
年
僧
侶

戸

田

峰

仙

本
年
は
聖
誕
七
百
歳
に
て
吾
が
門
下
は
、
津
々
浦
々
じ
至

る
迄
至
誠
を
以
っ
て
奉
祝
す
。
吾
人
は
日
蓮
大
型
人
を
口

仁
す
る
時
常
に
自
畳
の
二
宇
を
思
ひ
浮
ぺ
ざ
る
を
得
江
レ

の
で
ゐ
る
。

「
人
生
宇
を
知
る
は
由
来
憂
患
の
初
め
」

t
云
ふ
は
、
何

を
語
れ
る
か
、
所
謂
自
覚

ω意
味
に
外
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。

世
に
廃
し
て
昼
々
寂
々
た
る
者
は
、
無
事
太
平
あ
ら
ん
も

梢
々
理
解
力
成
予
れ
ば
則
も
種
々
の
．
量
生
じ
来
る
o
詰
h
’

道
を
血
中
ぴ
白
魔
力
の
生
今
る
仁
従
っ
て
色
々
な
煩
悶
の
起

る
も
の
で
あ
る
o
例
へ
ば
一
一
般
仁
田
舎
の
人
は
質
朴
に
し

て
別
に
野
心
も
希
望
も
無
き
様
に
見
ゆ
れ
共
長
ト
星
を
戴

き
、
タ
に
月
を
踏
み
て
、
終
日
糞
土

ω聞
に
勢
役
し
、
而
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